
　
2024年12月期  決算短信〔日本基準〕（連結）

2025年2月14日
上場会社名 株式会社Ｔ．Ｓ．Ｉ 上場取引所  東
コード番号 7362 ＵＲＬ  https://www.t-s-i.jp
代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）北山　忠雄
問合せ先責任者 （役職名）取締役管理部長 （氏名）三宅　裕介 ＴＥＬ  075-393-7177
定時株主総会開催予定日 2025年3月28日 配当支払開始予定日 －
有価証券報告書提出予定日 2025年3月31日
決算補足説明資料作成の有無：有
決算説明会開催の有無      ：有

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期 4,707 10.7 132 20.2 173 △9.8 113 △10.2

2023年12月期 4,253 3.7 110 △42.9 192 △21.9 126 △19.6

（注）包括利益 2024年12月期 113百万円 （△10.2％） 2023年12月期 126百万円（△19.6％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年12月期 75.20 － 9.1 3.9 2.8

2023年12月期 82.87 － 11.1 5.4 2.6

（参考）持分法投資損益 2024年12月期 －百万円 2023年12月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年12月期 4,799 1,310 27.3 865.32

2023年12月期 4,093 1,191 29.1 789.40

（参考）自己資本 2024年12月期 1,310百万円 2023年12月期 1,191百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年12月期 304 △1,103 545 1,118

2023年12月期 238 △836 892 1,371

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2024年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年12月期（予想） － 0.00 － 0.00 0.00 －

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,071 7.7 117 △11.8 207 19.7 127 11.8 83.98

１．2024年12月期の連結業績（2024年１月１日～2024年12月31日）

（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年１月１日～2025年12月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期 1,533,100株 2023年12月期 1,533,100株
②  期末自己株式数 2024年12月期 18,056株 2023年12月期 23,456株
③  期中平均株式数 2024年12月期 1,512,967株 2023年12月期 1,528,590株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期 4,159 11.5 107 43.5 137 10.4 89 15.5

2023年12月期 3,729 11.5 74 △22.9 124 △17.3 77 △15.9

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2024年12月期 59.40 －

2023年12月期 50.89 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年12月期 2,232 1,056 47.3 697.38

2023年12月期 2,239 961 42.9 636.69

（参考）自己資本 2024年12月期 1,056百万円 2023年12月期 961百万円

※  注記事項
（１）期中における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
１．2024年12月期の個別業績（2024年１月１日～2024年12月31日）

　（注）潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）個別財政状態

※  2024年12月期個別経営成績の増収の理由は、前事業年度において新規開設した１拠点が通年で収益貢献したこと、並
びに、当事業年度において１棟を新規開設したことによるものであります。

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等 
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての 
注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度におけるわが国経済は、引き続きロシア・ウクライナ問題や、中東問題、中国不動産問題等が存

在している中で、アメリカ大統領選挙ではトランプ氏の再選が決まり、世界の潮流は大きく変化していくことが見

込まれます。世界的には様々なリスクが存在する中で、日本においては、物価高の懸念や急激な為替の変動等も見

られ、日銀やアメリカの中央銀行の政策方針転換なども決まる中、2025年以降に向け、経済情勢は、依然として先

行き不透明な状況が続いております。

　介護業界におきましては、2024年４月には３年に１度の介護報酬改定、６月には診療報酬改定が行われた中で、

新たに加算を取得するなどの対応を進めてまいりました。2025年問題とも言われている高齢化がさらに進むことで

介護サービスの需要は高まっております。一方で、供給面では、ホームヘルパーの有効求人倍率が過去最高とな

り、2024年度は介護事業者の倒産は過去最高となり、同時に訪問介護事業所も過去最高の倒産や事業所廃止件数を

記録するなど、特に企業体力に制約のある中小事業者には厳しい状況が続いております。そのような中、当社で

は、６月から新設された「介護職員等処遇改善加算」を取得し、また会社としてのベースアップや管理職の処遇の

見直しも継続して実施するなど、事業所の管理者を中心とした還元の強化と、職員からの紹介手当の拡充や自社ホ

ームページ経由での採用強化を実施し、人材確保と定着のための環境を整備することに努め、一定の成果を出すこ

とができております。また、従来は認められていなかった特定技能実習生の訪問介護事業所での受け入れ可能な方

向性が示されるなど、今後の人材確保への追い風も出てきたことから、当社でも早ければ来年度から人材を確保す

るために複数のルートを確保してまいりました。当社の収益構造は、従来は訪問介護事業中心の収益構造であった

ところ、2023年より訪問看護事業を開始し、2024年末時点では２事業所を運営しておりますが、事業モデルが確立

してきたことから、2025年からは事業の本格化に向けて進め、収益性の向上及び訪問介護や介護保険からの収益分

散を進めてまいります。その他、生産性向上のために自社システムを開発し2024年に完成しました。こちらも2025

年度からの本格運用に向けて準備を進めております。

　当連結会計年度においては、「アンジェス宇都宮砥上」を新規開設いたしました。2024年12月末時点の運営状況

につきましては、33棟1,045室（※）の全社稼働率は95.8％、オープン１年経過後拠点では稼働率が96.2％となっ

ており、オープン１年経過後拠点の当社の稼働率目標値である97.0％を下回りました。2024年に新規開設した「ア

ンジェス宇都宮砥上」が予算想定を上回るペースで立ち上がり、各四半期で、高い稼働率で推移しました。

（※）「アンジェス彦根河瀬」「アンジェス宇都宮砥上」の訪問看護利用者を想定した医療居室部分40室について

は、従来からの目標である稼働率97.0％という高稼働率を前提とした事業ではないことから、全社の介護居室稼働

率の1,045室を分母としております。

　期首は、前連結会計年度末の年末年始の稼働率低下による影響があったものの、１年を通じて、既存拠点、オー

プン１年経過後拠点ともに着実な稼働数の積み上げにより、稼働率を着実に高め、売上高は前連結会計年度実績を

上回って着地しました。

　以上の結果、当連結会計年度における売上高は、47億７百万円（前年同期比10.7％増）、営業利益は１億32百万

円（前年同期比20.2％増）、経常利益は１億73百万円（前年同期比9.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益

は１億13百万円（前年同期比10.2％減）となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりであります。

①介護事業

　当事業におきましては、当連結会計年度の売上高は41億59百万円、セグメント利益は１億34百万円となりまし

た。これは主として、前連結会計年度に新規開設した１拠点及び当連結会計年度においても「アンジェス宇都宮砥

上」の１棟を新規開設したことによるものであります。

　その結果、売上高は前連結会計年度と比較して４億29百万円（前年同期比11.5％増）の増収、セグメント利益は

33百万円（前年同期比32.8％増）の増益となりました。

②不動産事業

　当事業におきましては、当連結会計年度の売上高は５億48百万円、セグメント利益は24百万円となりました。請

負工事については、クラシオン宮島の完成、アンジェス八王子等があったことにより、工事売上高は５億43百万円

（前年同期比２億67百万円増）となりました。一方で、不動産販売については、前連結会計年度はアンジェス神照

のオーナーチェンジによる売却があったことに対し、当連結会計年度の売却はなかったことから、不動産売上高は

２億40百万円の減少となりました。費用については、建築原価及び人件費等の高騰等により増加しております。

　その結果、売上高は前連結会計年度と比較して24百万円（前年同期比4.7％増）の増収、セグメント利益は９百

万円（前年同期比28.2％減）の減益となりました。
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（２）当期の財政状態の概況

　当連結会計年度末における資産は、前連結会計年度末に比べ７億６百万円増加し、47億99百万円となりました。

（流動資産）

　当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ３億36百万円減少し、17億82百万円となりまし

た。これは主として、現金及び預金の減少２億51百万円、その他流動資産の減少63百万円があったことによるもの

であります。

（固定資産）

　当連結会計年度末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ10億42百万円増加し、30億17百万円となりまし

た。これは主として、拠点増加、拠点開設用地の取得及び工事の進捗等による建物及び構築物（純額）の増加67百

万円、土地の増加６億80百万円及び建設仮勘定の増加３億18百万円があったことによるものであります。

　当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度末に比べ５億87百万円増加し、34億88百万円となりました。

（流動負債）

　当連結会計年度末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ１億５百万円増加し、18億60百万円となりまし

た。これは主として、短期借入金の増加42百万円、１年内返済予定の長期借入金の増加34百万円及びその他流動負

債の増加48百万円があったことに対し、賞与引当金の減少31百万円があったことによるものであります。

（固定負債）

　当連結会計年度末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ４億81百万円増加し、16億28百万円となりまし

た。これは主として、長期借入金の増加４億69百万円があったことによるものであります。

（純資産）

　当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べ１億19百万円増加し、13億10百万円となりまし

た。これは主として、親会社株主に帰属する当期純利益１億13百万円の計上による利益剰余金の増加があったこと

によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、前連結会計年度末に比

べて２億53百万円減少し、11億18百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況と増減要因は次のとおりであ

ります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度において営業活動により得られた資金は３億４百万円（前年同期は２億38百万円の獲得）となり 

ました。これは主として、税金等調整前当期純利益１億73百万円、減価償却費１億17百万円の増加要因に対し、賞

与引当金の減少額31百万円、法人税等の支払額53百万円の減少要因があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度において投資活動の結果使用した資金は11億３百万円（前年同期は８億36百万円の使用）となり

ました。これは主として、有形固定資産の取得による支出10億85百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当連結会計年度において財務活動の結果得られた資金は５億45百万円（前年同期は８億92百万円の獲得）となり

ました。これは主として、長期借入れによる収入６億円、短期借入金の純増額42百万円及び長期借入金の返済によ

る支出96百万円があったことによるものであります。

- 3 -

株式会社Ｔ．Ｓ．Ｉ（7362）　2024年12月期　決算短信



（４）今後の見通し

　2025年12月期は、当社グループにとっては、設立15周年を迎え、東京初進出を果たします。訪問看護事業の本格

化と新システム導入を推し進め、次なる５年に向けた飛躍の１年とするべく、事業展開を進めます。

　2025年の新規開設は４棟180室を計画しております。介護事業は、過去最大の７事業所の新規開設を進めながら

も、増収増益を果たし、過去最高利益を計上する計画です。第一の収益の柱であるサ高住事業の安定収益に加え、

第二の収益の柱となる看護事業も収益貢献フェーズに入ります。不動産事業は、単体では減収増益を計画しており

ます。今期も不動産販売を計画に入れておらず、建築請負案件での売上と、サービス付き高齢者向け住宅の補助金

収入の計上を計画しており、経常利益以下増益を見込みます。その前提のもと、連結業績の見通しは、売上高

5,071百万円（前期比7.7％増）、営業利益117百万円（前期比11.8％減）、経常利益207百万円（前期比19.7％

増）、親会社株主に帰属する当期純利益127百万円（前期比11.8％増）を見込んでおります。

　なお、上記に記載した業績予想等は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績等は

様々な要因により異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

　なお、今後につきましては、外国人株主比率の推移及び国内同業他社の国際会計基準の適用動向等を踏まえ、国際会

計基準の適用については必要に応じて検討を行う方針であります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年12月31日）

当連結会計年度
（2024年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,383,366 1,131,494

売掛金及び契約資産 398,342 410,934

未成工事支出金 758 145

前払費用 85,907 46,789

未収入金 164,121 170,892

その他 86,686 22,848

貸倒引当金 △515 △458

流動資産合計 2,118,667 1,782,644

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,628,774 1,783,301

減価償却累計額 △264,536 △351,930

建物及び構築物（純額） 1,364,237 1,431,371

土地 381,493 1,061,707

建設仮勘定 7,458 325,522

その他 133,345 154,420

減価償却累計額 △67,961 △94,969

その他（純額） 65,384 59,450

有形固定資産合計 1,818,574 2,878,050

無形固定資産

ソフトウエア 11,519 57,737

その他 40,261 2,969

無形固定資産合計 51,780 60,706

投資その他の資産

繰延税金資産 17,758 9,587

その他 86,773 69,055

貸倒引当金 △387 △286

投資その他の資産合計 104,143 78,355

固定資産合計 1,974,498 3,017,113

資産合計 4,093,166 4,799,758

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2023年12月31日）

当連結会計年度
（2024年12月31日）

負債の部

流動負債

工事未払金 31,678 25,120

買掛金 21,458 23,242

短期借入金 1,071,270 1,113,270

１年内返済予定の長期借入金 63,932 97,954

未払法人税等 34,664 25,932

賞与引当金 48,098 16,392

未払費用 250,556 273,372

契約負債 146,105 149,497

その他 86,939 135,782

流動負債合計 1,754,704 1,860,565

固定負債

長期借入金 1,126,512 1,596,134

資産除去債務 14,958 15,050

繰延税金負債 5,281 17,009

固定負債合計 1,146,752 1,628,195

負債合計 2,901,457 3,488,760

純資産の部

株主資本

資本金 378,178 378,178

資本剰余金 279,978 279,978

利益剰余金 561,375 674,260

自己株式 △27,823 △21,418

株主資本合計 1,191,708 1,310,997

純資産合計 1,191,708 1,310,997

負債純資産合計 4,093,166 4,799,758
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2023年１月１日
　至　2023年12月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 4,253,425 4,707,895

売上原価 3,606,668 4,043,221

売上総利益 646,757 664,674

販売費及び一般管理費 536,214 531,817

営業利益 110,542 132,857

営業外収益

受取利息 11 128

受取配当金 4 4

補助金収入 67,736 44,973

助成金収入 8,075 6,171

その他 30,288 19,828

営業外収益合計 106,116 71,106

営業外費用

支払利息 21,907 29,940

その他 2,111 278

営業外費用合計 24,018 30,219

経常利益 192,640 173,744

税金等調整前当期純利益 192,640 173,744

法人税、住民税及び事業税 61,781 40,074

法人税等調整額 4,190 19,899

法人税等合計 65,971 59,974

当期純利益 126,668 113,770

親会社株主に帰属する当期純利益 126,668 113,770

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2023年１月１日
　至　2023年12月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

当期純利益 126,668 113,770

包括利益 126,668 113,770

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 126,668 113,770

（連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 374,200 276,000 434,707 △128 1,084,778 1,084,778

当期変動額

新株の発行 3,978 3,978 7,956 7,956

親会社株主に帰属する
当期純利益

126,668 126,668 126,668

自己株式の取得 △27,694 △27,694 △27,694

当期変動額合計 3,978 3,978 126,668 △27,694 106,929 106,929

当期末残高 378,178 279,978 561,375 △27,823 1,191,708 1,191,708

（単位：千円）

株主資本
純資産合計

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 378,178 279,978 561,375 △27,823 1,191,708 1,191,708

当期変動額

親会社株主に帰属する
当期純利益

113,770 113,770 113,770

自己株式の処分 △885 6,404 5,518 5,518

自己株式処分差損の振替 885 △885 － －

当期変動額合計 － － 112,884 6,404 119,289 119,289

当期末残高 378,178 279,978 674,260 △21,418 1,310,997 1,310,997

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2023年１月１日　至　2023年12月31日）

当連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）
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（単位：千円）

 前連結会計年度
(自　2023年１月１日
　至　2023年12月31日)

 当連結会計年度
(自　2024年１月１日
　至　2024年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 192,640 173,744

減価償却費 86,287 117,736

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,211 △31,705

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,117 △157

受取利息及び受取配当金 △15 △132

支払利息 21,907 29,940

助成金収入 △8,075 △6,171

補助金収入 △67,736 △44,973

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △83,659 △12,592

棚卸資産の増減額（△は増加） 175,411 613

仕入債務の増減額（△は減少） 33,346 △4,774

契約負債の増減額（△は減少） 21,131 3,391

その他 △96,672 108,984

小計 275,658 333,903

利息及び配当金の受取額 15 132

利息の支払額 △22,366 △29,978

助成金の受取額 8,075 6,171

補助金の受取額 66,633 47,341

法人税等の支払額 △89,832 △53,062

営業活動によるキャッシュ・フロー 238,183 304,508

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,200 △1,200

有形固定資産の取得による支出 △800,430 △1,085,237

無形固定資産の取得による支出 △35,184 △16,670

その他 486 △115

投資活動によるキャッシュ・フロー △836,328 △1,103,224

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 771,270 42,000

長期借入れによる収入 385,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △235,819 △96,356

自己株式の取得による支出 △27,995 －

財務活動によるキャッシュ・フロー 892,455 545,643

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 294,310 △253,072

現金及び現金同等物の期首残高 1,077,050 1,371,361

現金及び現金同等物の期末残高 1,371,361 1,118,288

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　　　該当事項はありません。

（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

　前連結会計年度において、「無形固定資産」の「その他」に含めていた「ソフトウエア」は、金額的重要性が

増したため、当連結会計年度より独立掲記することといたしました。この表示方法の変更を反映させるため、前

連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「無形固定資産」の「その他」に表示していた51,780

千円は、「ソフトウエア」11,519千円、「その他」40,261千円に組み替えております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注１）

連結財務諸表
計上額
（注２）介護事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,729,544 523,880 4,253,425 － 4,253,425

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 79,705 79,705 △79,705 －

計 3,729,544 603,585 4,333,130 △79,705 4,253,425

セグメント利益 101,238 33,707 134,945 △24,403 110,542

セグメント資産 2,215,058 2,059,064 4,274,122 △180,956 4,093,166

その他の項目

減価償却費 29,447 54,165 83,612 2,674 86,287

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
18,792 770,846 789,639 － 789,639

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

　当社グループは、事業所及び連結子会社を拠点として事業活動を行っており、事業の内容、役務の提供

方法並びに類似性に基づき事業を集約し、「介護事業」「不動産事業」の２つを報告セグメントとしてお

ります。

　各事業の主要な業務は以下のとおりです。

介護事業：介護サービス業務

不動産事業：建築請負業務、不動産の販売及び不動産の賃貸業務

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方

針に準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益の数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢

価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2023年１月１日　至　2023年12月31日）

 (注）１．調整額は以下のとおりであります。

　　　　（１）セグメント利益の調整額△24,403千円には、セグメント間取引消去等6,105千円および各セグメントに配

分していない全社費用△30,509千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

　　　　（２）セグメント資産の調整額△180,956千円には、セグメント間取引消去等△211,937千円および各セグメント

に配分していない全社資産30,980千円が含まれております。全社資産は、報告セグメントに帰属しない本

社建物等であります。

　　　　（３）減価償却費の調整額2,674千円は、全社資産の減価償却費等であります。

　　　２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益との調整を行っております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額
（注１）

連結財務諸表
計上額
（注２）介護事業 不動産事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,159,431 548,464 4,707,895 － 4,707,895

セグメント間の内部売上高又は

振替高
－ 117,226 117,226 △117,226 －

計 4,159,431 665,690 4,825,121 △117,226 4,707,895

セグメント利益 134,423 24,200 158,624 △25,766 132,857

セグメント資産 2,208,045 3,231,624 5,439,669 △639,911 4,799,758

その他の項目

減価償却費 29,511 84,942 114,454 3,281 117,736

有形固定資産及び無形固定資産

の増加額
17,600 1,164,112 1,181,713 4,479 1,186,193

当連結会計年度（自　2024年１月１日　至　2024年12月31日）

 (注）１．調整額は以下のとおりであります。

　　　　（１）セグメント利益の調整額△25,766千円には、セグメント間取引消去等5,929千円および各セグメントに配

分していない全社費用△31,696千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。

　　　　（２）セグメント資産の調整額△639,911千円には、セグメント間取引消去等△671,617千円および各セグメント

に配分していない全社資産31,706千円が含まれております。全社資産は、報告セグメントに帰属しない本

社建物等であります。

　　　　（３）減価償却費の調整額3,281千円は、全社資産の減価償却費等であります。

　　　　（４）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額4,479千円は、各セグメントに配分していない全社資産

であります。

　　　２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益との調整を行っております。
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前連結会計年度
（自　2023年１月１日

　　至　2023年12月31日）

当連結会計年度
（自　2024年１月１日

　　至　2024年12月31日）

１株当たり純資産額 789円40銭 865円32銭

１株当たり当期純利益 82円87銭 75円20銭

前連結会計年度
（自　2023年１月１日

　　至　2023年12月31日）

当連結会計年度
（自　2024年１月１日

　　至　2024年12月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 126,668 113,770

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（千円）
126,668 113,770

普通株式の期中平均株式数（株） 1,528,590 1,512,967

前連結会計年度
（2023年12月31日）

当連結会計年度
（2024年12月31日）

　純資産の部の合計額（千円） 1,191,708 1,310,997

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） － －

 　普通株式に係る期末の純資産額（千円） 1,191,708 1,310,997

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通

株式の数（株）
1,509,644 1,515,044

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　　　３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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